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卒業見込の者と既に卒業した者のそれぞれに、合格枠を設けていますか?Ｑ：
Ａ：いいえ。合格枠を分けず、同じ基準で選考しています。

他大学（他学部）や、プロスポーツの入団テストなどと併願することはできますか?Ｑ：
Ａ：はい。できます。

教員免許を取得することはできますか？また、就職状況はどうですか?Ｑ：
Ａ：中学校１種「社会」、高等学校１種「地理歴史」、「公民」、「商業」、「情報」の免許が取得できます。また、就職に
関しては、本学部のカリキュラムを活かし、マスコミ関係、製造業、商業、金融･保険業、IＴ関係など、多様な
業種に進んでいることが特徴です。

出願資格４の中の「その他、学校外での諸活動」とはどのようなものですか?Ｑ：
Ａ：高校生活とは直接関係のないもので、学芸系・スポーツ系・ボランティア活動など、あらゆる個人的活動を
意味します。めざましい活躍を客観的に証明する資料をご用意ください。

◆これまでの合格者の優秀活動成績例

◆選考方式

年度
2023
2022
2021

志願者数
302人
297人
300人

合格者数
39人
39人
54人

◆過去3ヵ年の志願者･合格者数

・囲碁U-20世界大会優勝
・囲碁全国大会優勝
・将棋全国大会優勝
・全国放送コンテスト文部科学大臣賞
・全国新聞コンクール優勝
・珠算全国大会優勝
・電卓全国大会優勝
・競技かるた全国大会優勝
・読書感想文全国コンクール内閣
　総理大臣賞
・エッセイ全国コンテスト大賞
・弁論全国大会優秀賞
・SGH甲子園最優秀賞
・全日本吹奏楽コンクール金賞

・箏曲全国大会文部科学大臣賞
・吟詠全国大会優勝
・情報処理全国大会優勝
・全国高校総合文化祭優勝
・生徒会活動全国大会入賞
・英語ディベート世界大会優勝
・英語弁論全国大会入賞
・英語論文発表世界大会入賞
・鉄道模型世界大会入賞
・日商簿記1級
・企業における経営企画
・執筆活動
・excel世界大会優勝
・日本奏楽コンクール全国大会優勝

・平和活動（ユース非核大使）
・俳句甲子園全国大会3位
・アメフト全国大会優勝
・ウエイトリフティング全国大会優勝
・弓道全国大会準優勝
・硬式／軟式テニス全国大会優勝
・硬式／軟式野球全国大会優勝
・剣道全国大会優勝
・柔道全国大会第3位
・少林寺拳法全国大会優勝
・サッカー全国大会優勝
・水泳競技アジア大会準優勝
・アイスホッケー全国大会優勝
・スケート国際大会第3位

・相撲全国大会優勝
・ソフトボール全国大会優勝
・卓球全国大会第3位
・バスケットボール全国大会優勝
・バドミントン全国大会優勝
・ラグビー全国大会優勝
・レスリング全国大会優勝
・一輪車国際大会優勝
・ヨット全国大会優勝
・バレーボール全国大会優勝
・フェンシング全国大会2位
　　　　　　　　　　　　　 など

  

お問い合わせ先 早稲田大学　社会科学部「全国自己推薦入学試験」係
この入学試験に関する問い合わせ等は、右記の所定フォームよりお願いします。▶

〒169-8050　東京都新宿区西早稲田１-６-１
https://www.waseda.jp/fsss/sss/
〈窓口受付時間〉 月～金／ 10:00 ～ 16:00

Q&A

● 日本全国を7つの地域ブロックに分け、ブロック単位で
　 合格者を出す方式とします。
● 地域ブロックの構成は図の通りとします。
● 各地域ブロックから5名程度の合格者を出すこととします。

北海道・青森・岩手・宮城・
秋田・山形・福島

① 北海道・東北ブロック

茨城・栃木・群馬・新潟・
山梨・長野

② 北関東・甲信越ブロック

埼玉・千葉・東京・神奈川

③ 南関東ブロック

岐阜・静岡・愛知・三重・
富山・石川・福井

④ 東海・北陸ブロック
鳥取・島根・岡山・広島・山口・
徳島・香川・愛媛・高知

⑥中国・四国ブロック

福岡・佐賀・長崎・熊本・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄

⑦ 九州・沖縄ブロック
滋賀・京都・大阪・兵庫・
奈良・和歌山

⑤ 関西ブロック

※新型コロナウイルス感染の状況により、窓口受付時間を変更する可能性があります。最新の情報は学部Webサイトよりご確認ください。

※地域ブロックは、原則として出身高校所在地による区別と
　なります。ただし、通信制高校の場合は出願者本人の現住所
　（調査書記載の現住所）による区別とします。

の個性＋αプラスアルファ
勉学に励みつつも、
それ以外の何かにも取り組んできた人、
いわゆる受験勉強に力点をおいてきた人とは一風異なった、
「+αの個性」を持つ人を対象としています。

地域性重視
異なる地域、文化で育まれた精鋭が全国から集えば、
活気が生まれ、互いに刺激しあいながら成長できる̶。
「全国自己推薦入学試験」は、こうした効果を期待しています。
これは、本学部が掲げる“社会に開かれた学部”という
理念にもつながっています。

2023年
9月22日貊～
9月29日貊

出願期間

2024年度

https://forms.office.com/r/C5HWj7wdFZ



Interview

Rinka,Saito

第二次選考合格発表 下記Webサイトで発表します。

9月22日（金）

9月29日（金）
（締切日消印有効）

11月10日（金）

11月19日（日）

12月15日（金）

　  ～ 出 願（郵送による受付）
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資  
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以下の１～５の「すべて」に該当する者

▶ 合格発表  https://www.ucaro.net/gouhi/304076A/▶ 早稲田大学 社会科学部  https://www.waseda.jp/fsss/sss/

7月  下旬 入試要項公開（予定）

第一次選考合格発表 下記Webサイトで発表します。

入学手続（一次） 登録料（入学金相当額）および学費等を振り込むことで完了します。
※3月中旬に二次手続があります。

第二次選考（試験選考）早稲田キャンパスで行います。 小論文  ＋   面 接

＊下記のスケジュールは変更になる可能性があります。最新情報は入試要項および社会科学部Webサイトを必ず都度ご確認ください。

出身学校(長)からの推薦書を必要とせず、高等学校または中等教育学校後
期課程在学中のさまざまな活動歴をもとに、受験生の皆さんが「自分自身
を社会科学部に推薦する」入試制度です。
全国で初めて(1989年)、社会科学部が、受験生の“個性”を評価するために
創設しました。それとともに、“地域性”を重視し、日本全国を7つの地域ブロッ
クに分け、各ブロックから5名程度の合格者を出すことを目標にしています。
“個性”と“地域性”を二本柱とする「全国自己推薦入学試験」へ、 積極的
にチャレンジしてください。 

2023年3月に高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者、または2024年3月までに高等学校または中等教育学校後
期課程を卒業見込みの者。

2023年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における全体の評定平均値が4.0以上の者。2024年
3月までに卒業見込の者は、1年1学期または前期から3年（4年制定時制は4年）1学期または前期までの全体の評定平均値が4.0
以上の者。

2023年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における調査書記載の欠席日数が45日以内（4年制
定時制は60日以内）の者。2024年3月までに卒業見込の者は、1年1学期または前期から3年（4年制定時制は4年）1学期または
前期までの調査書記載の欠席日数が45日以内（4年制定時制は60日以内）の者。

高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間の活動において、次の1つ以上に該当する者。ただし、資格に関しては、高等学校
または中等教育学校後期課程在籍期間以前に取得したものによる出願も受け付ける。
● 学芸系またはスポーツ系クラブなどに所属し、都道府県以上の大会・コンクール・展覧会などにおいて優秀な成績を収めた者。
● 生徒会活動において、めざましい活躍をした者。
● 資格（語学検定や財務・会計資格など）を有する者。
● その他、学校外での諸活動（クラブ活動、ボランティア活動など）において、めざましい活躍をした者。

1

2

3

4

英語外部検定試験のうち、以下の基準点を満たすスコアをいずれか１つ提出できる者。
● 実用英語技能検定（CSEスコア）：1,950以上　● GTEC CBT：930以上　● IELTS：4.0以上　● TEAP：225以上　
● TOEFL iBT：42以上　● TOEIC L＆R / TOEIC S＆W：1,150以上
※TOEIC L＆R/TOEIC S＆Wについては、TOEIC S＆Wのスコアを2.5倍にして合算したスコアとする。
※出願期間以前に取得したスコアに限り有効とする。なお、2023年3月に卒業した者は、前文の条件を満たす場合において、卒業後に取得したスコアも出願資格として有効とする。

5

12月18日（月）～
12月25日（月）

学部Webサイト（左ページ下）で入試要項の公開を予定しています。
出願書類の作成、活動記録の裏付けとなる資料の収集等には時間が
かかるので、余裕を持って早めに入手してください。
入試要項にしたがって出願書類を作成し、郵送で提出します。
第一次選考（書類選考）の検定料は10,000円（第二次選考の検定料は
25,000円）です。以下の諸点を考慮のうえ、選考します。
●成績評価  ●活動記録（大会記録･生徒会活動･学校外での諸活動･資格など）
●出席状況  ●その他

高校ではどのような活動をしていましたか？
　私はマイノリティの人々の可能性を広げたいと考え、様々な活
動に打ち込んできました。というのも、私自身「感音性難聴」とい
う障害で、生まれつき両耳とも全く聞こえません。 1歳半の時に
人工内耳の手術を受け、音と言葉の意味を結びつけるための厳し
い言語訓練を繰り返し、今では普通に話すことができるようにな
りました。しかし中学時代に、学級委員や課外活動に挑戦すると
「障害者は目立つことをする必要はない」という心ない言葉を放た
れることもあり、耳が聞こえないことで「社会に参画できないマイ
ノリティ」という烙印を押されたように感じてきました。
　障害を強みに昇華させたいと、発音や発声の猛練習を行い高校 
1年時に校内弁論大会で優勝。言葉で思いを表現する楽しさを知
り、弁論の日本一である内閣総理大臣賞や文部科学大臣杯を受賞
することができました。耳が聞こえず話すこともできなかった私
が、言葉で勝負をする弁論競技で活躍できたことで、昔の私のよ
うにハンデを抱え不安の中にいる子どもたちや、保護者の方から
勇気をもらったという言葉を多く頂きました。
 　また、高校2年時より文科省留学支援制度の選抜試験に合格し、
米国の高校に長期留学をしました。ホームステイ先はモロッコか
らの移民でイスラム教徒のファミリー。米国でマイノリティに属
する彼らとともに、毎週末ボランティア活動に励み、社会と自ら
を結びつけて考えることの重要性を学びました。
　部活動の薙刀部では県大会で準優勝、全国高校生未来会議の政
策立案コンテストで最優秀賞を受賞するなど、コロナ禍で制限を
強いられつつも、課外活動や国際交流に勤しみ、濃密な高校生活
を送ることができました。
社会科学部を志望し、「全国自己推薦入試」で受験しようとしたのは
なぜですか？
　日本でのマイノリティに対するサポートはまだ十分とは言えず、
多角的に考えていく必要があります。そこで私は、社会学や政治学
をはじめとする多様な学問を、学際的な視点で取り組むことができ
る早稲田大学社会科学部を志望しました。

　「＋αの個性」を重視する全国自己推薦入試で
は、高校時代に打ち込んできた活動や地方都市で
生まれ育ったバックグラウンドを活かせると考え
ました。
　受験の際には「早稲田は障害の有無に関わらず、
すべての人に門戸を開いている多様性溢れる大学
です。」と面接官の方に言って頂き、改めて一人ひ
とりの個性を尊重する校風に強く惹かれました。
この場所で多領域の知を身につけることが、マイ
ノリティが活躍できる社会を作る志の実現への第
一歩になると考え、憧れの学び場への思いが更に
募りました。

実際に社会科学部に入学してみて、
どう感じていますか？
　社会科学部は早稲田の縮図ともいわれ、文理問
わず知的好奇心を満たしてくれる横断的な学びに
溢れています。自由度の高いカリキュラムによ
り、幅広い視点を身につけることができる一方
で、ゼミや先進専門科目では、自らが解決したい
この世の課題を深く追求することができます。
　私は、国際関係論を専門とする奥迫ゼミに所
属し、明け方まで議論ができる優しき友人や、
批判的に考えることの重要性を教えてくださっ
た尊敬する恩師と、翼を広げて学ぶことができ
ています。
　心の赴くままに学び、思う存分考えられる環
境。「出る杭が打たれない」どんなチャレンジも快
く背中を押してくれる理想的な学び場。それが
早稲田の社学です。

現在、力を入れて取り組んでいることは
なんですか？
　理想とする社会を創出していくために、障害以
外のマイノリティにも重きを置いて探究をしてい
ます。様々な学問を学びながら、ゼミでは国際
関係論を専攻し、国際社会におけるマイノリティ
やその枠組み、歴史的背景を学んでいます。
　また、ロシアの軍事侵攻が始まって3ヶ月後に

は、ウクライナ国境に赴きボランティア活動をし
たり、自らの障害を伝えるため各地の病院や学校
で講演をし、女性の政治参画を目指すプロジェク
トに最年少で選出されるなど、理論と実践の双方
に取り組んでいます。現在は2025年度大阪万博
の運営に学生代表として携わり、各地を飛び回る
学生生活を送っています。
　これらの活動を評価していただき、2022年度
早稲田大学学生文化賞を受賞しました。私自身
の核となる部分は、早稲田での日々で構築されて
いると感じています。

将来の目標は？
　障害当事者にしか分からない視点、そして「進
取の精神」の理念をもつ早稲田での学びを通じて、
何かを諦めることを当然のように思って生きてい
る、障害者やマイノリティの方々が暮らしやすい
世の中にすることが私の志です。
　その手段として、将来的には海外のアカデミ
アへ進学し、国際機関で誰にとっても選択肢で
溢れているインクルーシブな社会作りに寄与し
たいと考えています。また、社会の礎である政
治から世の中を変えていく必要性も感じており、
自らが社会のロールモデルになることも目標と
しています。

これからの受験生へ向けて、一言お願いします！
　不安定な世界情勢の中ですが、人生でできる一
番面白いことは『あえてコンフォートゾーンを飛
び出す』ことだと思います。余裕がなくなりそう
な時は、自分は一体何が好きなのか、何がしたい
のか、と自身に問いかけてみてください。小さ
な成長の積み重ねが、皆さんの進路選択をより豊
かなものにすると思います。
 　ここ早稲田の社学には、皆さんのどんな挑戦
の軌跡も、未来へのチャレンジも暖かく受け止め
てくれる環境が整っています。
 　桜が咲く頃、皆さんとお会いできるのを楽し
みにしています！

全国自己推薦入学試験とは
個人の優れた資質と活動実績のある者を
幅広く日本国内および世界より求めています。

2021年度入学  
愛知県 桜花学園高等学校　卒業

齋藤 凜花 さん
さいとう りんか

確かな学力
広く深い社会への知的な
関心・想像力・探究心、
論理的思考力、それらを
支える確かな言語・数量・ 
情報の知識と技能

課外活動の経験による
自己管理、自己修正、

チームワーク、困難な課題に
立ち向かう勇気、
やり遂げる力

実践力
自己内で対話する力、
忍耐力、道徳、他者との

共感的理解、多様性や新しい
考えに開かれた態度、
自立的活動力

豊かな人間性

出
願
資
格

※新型コロナウイルス感染拡大の影響による休校措置等の事情により、出願資格に定める期間の評定平均値を算出することが困難な場合に限り、その期間を除いた評定平均
　値での代用を認める。また、その場合は調査書の備考欄にその期間および状況を記入すること。

※新型コロナウイルス影響拡大により大会等が開催されていない場合でも、大会等に出場予定あるいは出場見込みがあったことを示す客観的根拠があれば出願資格ありと
　みなす。詳細は入試要項を確認のこと。


